
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面

０
４
１
５
０
８

井

井

藤

奥

藤

●
交
通
科
学
博
物
館

コ
ウ
ハ

ク
家
の
歴
史

昭
和
レ
ト
ロ
の

暮
ら
し
と
、の
り
も
の
物
語

同
館
の
開
館
五
十
周
年
を
記

念
し
て
の
特
別
企
画
展
。五
月
二

十
七
日
ま
で
開
催
中
。昭
和
三
十

四
十
年
代
の
交
通（
航
空
機

船
舶

自
動
車

鉄
道
）に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
架
空
の
家
族
を

通
し
て

家
庭
と
乗
り
物
の
つ

な
が
り

居
間
・
駄
菓
子
屋

煙
草
屋

遊
び
な
ど
暮
ら
し
の

風
景

乗
り
物
の
運
賃
や
価
格

衣
・
食
・
遊
の
流
行

な
ど

を
振
り
返
る
。
た
ば
こ
屋
兼
駄

菓
子
屋
の
情
景
展
示

写
真
、

ゲ
ー
ジ
で
の
鉄
道
風
景
や
街

並
み
の
再
現

な
ど
懐
か
し
の

見
所
が
一
杯
。関
連
展
示
昭
和

三
十

四
十
年
代
港
区
メ
モ
リ

ー

交
通
科
学
館
が
開
館
し
た

あ
の
頃

で
は
港
区
の
市
電
、

環
状
線
、弁
天
埠
頭
な
ど
を
写

真
や
パ
ネ
ル
で
辿
る

十

十

七
時
入
館
、月
曜
休
館（
祝
日
な

ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、火
曜
も

祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）。高
校

生
以
上
四
百
円
、四
歳

中
学

生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
８
回
定
期
演

奏
会

飯い
い

守も
り

の
ブ
ル
ッ
ク

ナ
ー
・
ツ
ィ
ク
ル
ス
第
２
夜

と
題
し
て
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
や
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
を
贈
る
。

指
揮
は
同
フ
ィ
ル
桂け
い

冠か
ん

名
誉
指

揮
者
・
飯
守
泰た

い

次じ

郎ろ
う

写
真

右
、
ピ
ア
ノ
は
〇
七
年
仙
台
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
の
津
田

裕ゆ
う

也や

同
左
（

武
藤
章
）
。

演
奏
曲
目
は

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

番
ニ
長

調
．
５
３
７

戴
冠
式

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

交
響
曲
第
２

番
ハ
短
調
（
ノ
ヴ
ァ
ー
ク
版
１

８
７
７
年
稿
）
。
五
月
二
十
五

日
（
金
）
十
九
時
か
ら
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（

福

島
駅
歩
七
分
）
で
。

五
千
円
、

四
千
円
、
三
千
円
、学
生
千

円
。
六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

春
の
子
ど
も

会

子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事

業

四
月
三
十
日
（
月
祝
）
十

一
時

正
午
に
港
区
民
セ
ン
タ

ー
二
階
集
会
室
で

絵
本
の
会

み
な
と

に
よ
る
大
型
絵
本
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
。
予
約

不
要

こ
ど
も
の
ほ
ん
だ
な

２
０
１
２

無
料
配
布

お
す

す
め
の
新
刊
児
童
書
を
紹
介
す

る
冊
子
。
四
月
二
十
一
日
よ
り

先
着
順

図
書
展
示

あ
な
た

に
こ
の
本
を
！

展

四
月
末

ま
で
開
催
中
。
昨
年
出
版
さ
れ

た
本
か
ら
図
書
館
お
す
す
め
を

紹
介
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西

を
中
心
に
活
躍
す
る
中
堅
・
若

手
芸
人
に
よ
る
地
域
寄
席
の
二

〇
九
回
目
。
四
月
二
十
五
日

（
水
）
十
九
時

二
十
時
半
。

落
語
、
講
談
な
ど
多
彩
な
出
し

物
。
出
演
は
笑
福
亭
學が

っ

光こ
う

（
徳

島
出
身
の
落
語
家
）
、
旭
堂
南な

ん

鱗り
ん

（
大
阪
出
身
の
講
談
師
）
を

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
、
今
回
は
笑
福

亭
鉄て

っ

瓶ぺ
い

、
笑
福
亭き

喬ょ
う

介す
け

も
。
入

場
無
料
。当
日
先
着
百
二
十
名
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

松
浦
由
美
子

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
百
物
語

市

岡
在
住
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・

松
浦
由
美
子
さ
ん

写
真

が

主
宰
す
る
音
楽
喫
茶
の
定
例
ラ

イ
ブ
の
七
十
三
回
目
。
四
月
二

十
二
日
（
日
）
十
五
時
か
ら
藤

田
稔
の
ピ
ア
ノ
で
。
一
飲
物
付

二
千
円

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
は
天
王

寺
区
上
本
町
六

二

三
七
、

地
下
鉄
谷
町
九
丁
目
駅

出

口
、
六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
懐
か
し

の
名
画
劇
場

じ

情ょ
う

炎え
ん

衣き
ぬ

笠が
さ

貞て
い

之の

助す
け

監
督
。
出
演
は
勝
新
太

郎
、
山
本
富
士
子
他
。
五
月
十

一
日
（
金
）
十
四
時

。
協
力

金
百
円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡

屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園

隣
）。問
合
せ
は

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

女
優

淡あ
わ

島し
ま

千ち

景か
げ

追
悼
特
集

今

年
二
月
に
八
十
七
歳
で
亡
く
な

っ
た
女
優
淡
島
千
景
。
宝
塚
歌

劇
か
ら
映
画
界
入
り
、
映
画
や

舞
台
、
テ
レ
ビ
で
シ
リ
ア
ス
な

作
品
か
ら
喜
劇
ま
で
幅
広
く
活

躍
、
女
優
の
中
の
女
優
と
呼

ば
れ
た
。中
で
も

夫め

婦お
と

善ぜ
ん

哉ざ
い

（
一
九
五
五
年
豊
田
四
郎
監
督
）

写
真

で
森
繁
久
弥
演
じ
る

ぐ
う
た
ら
男
を
叱し

っ

咤た

す
る
健け

な

気げ

な
女
性
役
は
映
画
史
に
残
る
名

演
技
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
足

跡
を
偲
び
、
五
月
五
日
か
ら
代

表
作
十
八
本
を
一
挙
上
映
。
夫

婦
善
哉

い

鰯わ
し

雲

喜
劇

駅
前
団
地

白
と
黒

新

・
夫
婦
善
哉

喜
劇

駅
前

旅
館

女
ば
か
り
の
夜

台

所
太
平
記

日
本
橋

母

の
お
も
か
げ

自
由
学
校

早
春

も
ず

他
。
当
日

一
般
千
四
百
円
。
上
映
時
間
な

ど
詳
細
は
同
館
（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）
へ
。

●
関
西
フ
ィ
ル
と
と
も
に
歩
む

会

周
年
総
会
記
念

春
爛
コ

ン
サ
ー
ト

弁
天
町
を
拠
点

に
活
動
す
る
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を
応
援
す
る

市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
総
会
を

兼
ね
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
同
楽
団

員
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
で
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

弦
楽
四
重
奏

の
た
め
の
四
つ
の
小
品

春

の
歌

歌
の
翼
に

、
カ
ッ

チ
ー
ニ
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
他
。

四
月
二
十
二
日
（
日
）
十
四
時

か
ら
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
（
弁
天
町

オ
ー
ク
２
番
街
西
館
六
階
）で
。

高
校
生
以
上
千
八
百
円
、
中
学

生
以
下
八
百
円
。
乳
幼
児
入
場

不
可
。
要
電
話
予
約
。

六
五

七
四

七
七
五
六
足
立
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

谷

口
修
二
・
多
津
子
作
品
展

木
工
と
水
彩
画
の
夫
婦
展
。
四

月
十
三
日（
金
）
十
六
日（
月
）

十
二

十
八
時
。
入
場
無
料
。

港
区
役
所
向
か
い
。

六
五
七

二

五
九
八
七
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
代
筆
し
ま
す

手
紙
・
案
内

文
・
挨
拶
文
・
チ
ラ
シ
・
議
事

録
・
報
告
書
・
自
分
史
・
社
史

他
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６

港
新
聞
・
飯
田
編
集
事
務
所
。

●
放
課
後
・
春
夏
冬
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。家
族
的
雰

囲
気
。区
内
に
二
カ
所
。
６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
８
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

戦

う
兵
隊

骨
董
屋
主
人
（
７
面

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ

ヌ
ー
ヴ
ォ

女
優

淡

島
千
景

追
悼
特
集
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

松
浦
由
美
子

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
百
物
語
（
上
段

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
絵
本

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
は

か
ま
い
り

（
６
面
に
紹
介
）

を
２
名
様
に
。

（
前
号
あ
ら
す
じ

昭
和
二
年

鹿
児
島
に
生
ま
れ
た
私
は
戦
争

が
深
ま
る
中
、
小
学
校
で
は
勤

労
奉
仕
、
卒
業
後
はち

徴ょ
う

用よ
う

で
知ち

覧ら
ん

の
飛
行
場
建
設
、
家
で
は
男

勝ま
さ

り
の
牛
使
い
の
仕
事
な
ど
で

銃じ
ゅ

後う
ご

を
守
っ
た

）

◆
骨
箱
に
は
石
こ
ろ
一
つ

こ
の
戦
争
中
、
家
族
で
命
を

落
と
し
た
の
はは

一じ
め

兄
さ
ん
（
長

兄
）
で
し
た
。
二
十
一
歳
で
召

集
さ
れ
、
二
年
後
に
外
地
で
戦

死
し
、
靖や

す

国く
に

神
社
へ
祀ま

つ

ら
れ
ま

し
た
。
鹿か

の

屋や

の
練
兵
場
へ
家
族

で
面
会
に
行
っ
た
の
が
、
長
兄

を
見
た
最
後
で
し
た
。
二
個
の

お
に
ぎ
り
を
長
兄
に
食
べ
さ
せ

た
く
て
、
着
物
に
隠
し
て
持
ち

込
み
、
監
視
の
厳
し
い
営え

い

門も
ん

を

必
死
で
潜く

ぐ

り
抜
け
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
戦
死
の
公
報
が
届

い
た
の
は
、
嫌
な
夢
を
見
て
胸

騒
ぎ
が
し
た
翌
日
で
し
た
。
骨

箱
に
は
石
こ
ろ
が
一
つ
入
っ
て

い
る
だ
け
で
し
た
。

◆
朝
鮮
か
ら
線
路
伝
い
に

次
兄
は
十
八
歳
で
召
集
さ
れ

朝
鮮
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、

生
き
て
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
敗
戦
で
ア
メ
リ
カ

兵
か
ら
銃
殺
さ
れ
る
寸
前
に
逃

げ
、
仲
間
と
七
人
で
道
端
の
林り

ん

檎ご

を
齧か

じ

り
な
が
ら
線
路
伝
い
に

歩
き
続
け
た
そ
う
で
す
。
何
と

か
日
本
へ
辿
り
着
い
た
後
、
山

口
県
の
仙せ

ん

崎ざ
き

で
船
を
見
つ
け
て

乗
り
込
み
、
慣
れ
な
い
櫓ろ

を

操あ
や

っつ

て
関
門
海
峡
を
渡
り
ま
し

た
。
七
人
組
の
異
様
な
姿
は
す

ぐ
警
官
に
見
つ
か
り
、
初
め
は

厳
し
く
咎と

が

め
ら
れ
ま
し
た
が
、

戦
地
で
の
苦
労
を
聞
い
た
そ
の

警
官
は
甚い

た

く
心
を
打
た
れ
、
ご

苦
労
さ
ん

と
白
い
ご
飯
を
く

れ
た
上
に
、
汽
車
の
切
符
ま
で

用
意
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

◆
長
兄
戦
死
の
報
に
落
胆

そ
う
し
て
郷
里
へ
帰
っ
て
来

た
次
兄
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
朝
鮮

服
姿
で
、
ひ
ど
く
臭
く
、
痩や

せ

こ
け
て
い
ま
し
た
が
、
目
だ
け

は
戦
地
や
逃
避
行
の
厳
し
さ
を

物
語
る
よ
う
に
ギ
ラ
ギ
ラ
と
光

っ
て
い
ま
し
た
。

が
、
長
兄
の
戦
死
を
知
ら
さ

れ
た
次
兄
は

兄
さ
ん
と
ど
っ

ち
が
早
い
か
と
急
い
で
帰
っ
て

来
た
の
に
、
こ
れ
で
は
帰
っ
て

く
る
ん
や
な
か
っ
た

と
ひ
ど

く
悲
し
み
、
そ
の
落
胆
ぶ
り
は

見
て
お
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

戦
死
を
教
え
た
近
所
の
お
じ
さ

ん
も

わ
し
が
教
え
た
の
が
悪

か
っ
た

と
気
の
毒
な
ほ
ど
悔

や
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
従い

と

兄こ

（
父
の
姉
の
子
）

は
終
戦
間
近
い
頃
、
知
覧
の
飛

行
場
へ
降
り
立
っ
た
直
後
に
敵

機
の
爆
弾
の
破
片
が
頭
に
当
た

っ
て
死
ん
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

◆
戦
後
は
周
り
に
恵
ま
れ

戦
後
、
私
は
結
婚
し
て
三
人

の
子
を
も
う
け
ま
し
た
。
夫
は

戦
中
、
山
か
ら
伐き

り
出
し
た
木

を
荷
馬
車
で
製
材
所
へ
運
ぶ

馬
使
い

で
し
た
が
、
背
が

低
か
っ
た
の
で
兵
役
を
免ま

ぬ

れが

た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
娘
が
二
人
、孫
が
七
人
、

曾ひ

孫
は
二
人
。
五
年
前
か
ら
は

地
元
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
お
世
話
で
毎
日
を
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
戦
後
は
総

じ
て
家
族
や
周
り
に
恵
ま
れ
、

平
和
の
中
で
幸
せ
に
生
き
る
こ

と
が
出
来
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

八
十
余
年
の
人
生
を
振
り
返

っ
て
思
う
の
は
、
戦
争
は
と
に

か
く
悲
惨
で
、
何
一
つ
良
い
こ

と
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
や
孫
や
曾
孫
の
代
ま
で
、
二

度
と
あ
ん
な
悲
劇
は
起
こ
っ
て

ほ
し
く
な
い
と
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

（
終
わ
り
）

下

に
い
は
ら

ふ

ぢ

こ

）（
南
市岡

）

に
い
は
ら

ふ

ぢ

こ

）（
南
市岡

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

戦
後
は
平
和
の
中
で
家
族

に
恵
ま
れ
幸
せ
だ
っ
た

（
写
真
は

年
前
の
家
族

旅
行
で
夫
や
子
供
達
と
）

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 日曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


